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2024　　229号 （　　）2議会

市
政
をう

問
第5回定例会で14人が登壇

鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれ
の一般質問の動画をご覧いただけます。

一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間
60分
質問時間
60分12/6〜8

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

や
行
事
の
見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務

改
善
、
学
校
が
担
う
べ
き
業
務
の
明
確
化
・
適

正
化
の
促
進
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
さ
ら
な
る
業
務
の
削
減
と
人
員
の
増
員

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
休

日
部
活
動
の
地
域
移
行
の
推
進
、
小
中
学
校
の

適
正
配
置
、
学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業
務
を
明

確
に
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
職

員
定
数
の
改
善
や
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担

任
制
の
推
進
の
た
め
の
加
配
定
数
の
拡
充
な
ど

を
、
県
や
国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
本
市
で

任
用
し
て
い
る
非
常
勤
講
師
や
教
員
業
務
支
援

員
の
適
正
な
配
置
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

鹿妻　武洋  議員

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
小
中
学
校
教
員
の
時

間
外
勤
務
の
状
況
、
お
よ
び
今
後
の
時
間
外
勤

務
削
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
─
─
─
─
─
─
─
─
─

さ
ら
な
る
業
務
の
削
減
と
人
員
の
増
員
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
市
内
小
中
学
校
教
職

員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
に
つ
い
て
、
時
間
外

勤
務
が
月
45
時
間
を
超
え
る
教
職
員
の
割
合

は
、
小
学
校
40
・
１
％
、
中
学
校
66
・
３
％
、
時

間
外
勤
務
が
80
時
間
を
超
え
る
教
職
員
の
割
合

は
、
小
学
校
３
・
３
％
、
中
学
校
20
・
０
％
で
し

た
。
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
日
課

鹿
沼
市
小
中
学
校
の
教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

伺
う

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、
本
市
で
は

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
、

令
和
６
年
１
月
29
日
か
ら
開
始
す
る
予
定
で

す
。
対
象
者
は
、
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
50

歳
以
上
の
方
と
、
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方
で

疾
病
も
し
く
は
治
療
に
よ
り
免
疫
不
全
で
あ
る

等
、
そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
方
で
す
。
助
成
の
方
法
は
、
市
内
の

医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
現
物
給
付
、
市

外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
償
還
払
い

と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
は
「
生

ワ
ク
チ
ン
」「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」の
２
種
類
で
、

１
人
に
つ
き
、
生
ワ
ク
チ
ン
は
４
千
円
を
生
涯

１
回
ま
で
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１
万
円
を
生

涯
２
回
ま
で
と
し
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
助

成
対
象
と
し
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策

に
つ
い
て

○
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
漏
水
対
策
に
つ
い
て

梶 原　隆 議員

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

鹿
沼
市
議
会
で
は
令
和
４
年
12
月
議
会
に

「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に
定
期

接
種
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、
国
に

意
見
書
を
提
出
し
た
。
他
市
で
も
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
へ
の
助
成
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
鹿
沼

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
─
─
─
─
─
─

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
、
令
和
６

年
１
月
29
日
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
補
助
に
つ
い

て
、
近
年
、
帯
状
疱
疹
の
患
者
が
増
え
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

等
で
の
啓
発
広
告
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
か
ら

助
成
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま

初
予
算
で
118
基
分
、
例
年
の
申
請
状
況
か
ら
補

正
予
算
で
27
基
分
を
追
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

想
定
よ
り
か
な
り
下
回
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
も

こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

受
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
予
算
限
度
額
に
達
す

る
ま
で
の
時
期
が
早
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

機
会
均
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
よ

り
抽
選
受
付
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
定
数

に
達
し
て
い
な
い
現
状
か
ら
、
抽
選
方
式
は
取

り
止
め
、
随
時
受
付
方
式
に
戻
す
予
定
で
す
。

本
市
独
自
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
よ
り
国
の
制
度
が
変
更
に
な
り
、
転
換
に

つ
い
て
は
宅
内
配
管
工
事
費
の
補
助
を
増
や
し

た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
申
請
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

○�

「
鹿
沼
市
土
砂
等
の
埋
め
立
て
等
に
よ
る
土
壌

の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
に
つ
い
て

○
掬
翠
園
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
の
政
策
決
定
と
事
業
推
進
に
つ
い
て

大 島　久幸 議員

鹿
沼
市
の
排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

水
質
汚
濁
の
防
止
手
法
は
様
々
あ
り
ま
す

が
、
特
に
合
併
浄
化
槽
の
普
及
で
鹿
沼
市
の
き

れ
い
な
水
を
守
る
こ
と
。
合
併
浄
化
槽
関
係
の

助
成
金
は
抽
選
で
す
が
、
申
し
込
み
順
に
全
て

受
け
付
け
る
よ
う
、
補
助
金
の
増
額
も
含
め
て

伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
上
下
水
道
部
長
）
─
─
─
─
─
─

予
定
数
に
達
し
て
い
な
い
現
状
か
ら
、
随

時
受
付
方
式
に
戻
す
予
定
で
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
転
換
や
新
築
の
設
置
に
対
す
る
補
助
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
11
月
末
日
現
在
の
実
績
は
申
請

件
数
が
92
基
で
あ
り
、
最
終
的
な
申
請
件
数
は

110
基
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
今
年
度
、
当

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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の
期
待
さ
れ
る
役
割
と
い
う
も
の
が
違
っ
て
い

ま
し
た
。
地
域
移
行
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
も
、

や
は
り
地
域
の
方
、
保
護
者
の
方
と
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
競
技
志
向

を
強
め
て
い
く
よ
う
な
面
も
あ
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
集
団
の
中

で
の
人
間
形
成
」、「
異
年
齢
間
で
の
交
流
」、「
人

間
関
係
の
構
築
」、「
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
科
学
、

芸
術
に
親
し
む
」、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
や
文
化
生
活
を
楽
し
む
」
な

ど
と
い
っ
た
、
今
現
在
持
っ
て
い
る
部
活
動
の

本
来
の
意
義
を
失
わ
な
い
形
で
地
域
移
行
に
移

し
て
い
き
た
い
と
、
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
中
で
求
め
ら
れ

る
役
割
も
多
面
的
で
す
が
、
子
供
た
ち
が
嫌
な

気
持
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
水
源
地
域
対
策
に
つ
い
て

○
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

橋 本　勝浩 議員

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

教
職
質
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は
大
切
な
テ
ー

マ
で
す
。
一
方
、
従
来
の
「
集
団
活
動
を
通
じ

た
人
間
形
成
の
場
」と
す
る
学
校
教
育
活
動
が
、

一
定
の
制
限
を
受
け
る
の
で
は
と
の
不
安
の
声

も
あ
り
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
─
─
─
─
─
─
─
─
─

部
活
動
の
本
来
の
意
義
を
失
わ
な
い
形
で

地
域
移
行
に
移
し
て
い
き
た
い
。

　

部
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
は
様
々
な
捉
え
が

あ
り
、
今
現
在
、
学
習
指
導
要
領
に
は
、「
学
校

の
教
育
活
動
と
の
関
連
を
図
る
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
以
前
は
、
学
習
指
導
要
領
に
部
活
動

の
記
述
は
な
く
、
そ
の
時
代
に
よ
っ
て
部
活
動

中
学
校
は
49
・
４
％
で
す
が
、
今
年
度
、
中
学

校
の
特
別
教
室
等
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
年

度
末
に
は
、
設
置
率
100
％
に
な
り
ま
す
。
体
育

の
授
業
や
部
活
動
に
お
い
て
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、「
鹿
沼
市

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
屋

外
や
屋
内
運
動
場
で
の
活
動
を
中
止
し
て
い
ま

す
。
屋
内
運
動
場
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

は
、
賃
貸
借
契
約
と
し
た
場
合
、
10
年
契
約
で
、

１
校
あ
た
り
の
概
算
金
額
は
５
千
万
円
と
高
額

に
な
る
こ
と
や
、
電
気
料
金
が
年
間
100
万
円
程

度
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中

学
校
の
適
正
配
置
計
画
の
進
捗
を
見
極
め
な
が

ら
、
他
市
の
設
置
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
引
き

続
き
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

議
案
第
136
号　
鹿
沼
市
手
数
料
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
ご
み
・
環
境
行
政
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て

阿 部　秀実 議員

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
既
に
久
し
い
時
代

で
あ
り
、
最
近
で
は
「
地
球
沸
騰
化
」
と
い
う

言
葉
も
聞
く
。
熱
中
症
リ
ス
ク
へ
の
対
策
や
、

夏
の
暑
い
時
期
で
の
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
の

活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
小
中
学
校
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
予
算
化
を
求
め
る
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）
─
─
─
─
─
─
─
─

引
き
続
き
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
の
整
備
の
予
算
化
に
つ
い
て
、
小

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
整
備
は
、
児
童
生
徒
が

多
く
の
時
間
を
過
ご
す
普
通
教
室
か
ら
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
整
備
率
は
、
普
通
教
室

で
100
％
、
特
別
教
室
は
小
学
校
が
80
・
７
％
、

教
育
機
関
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
伺
う

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

２
月
に
は
ミ
ニ
合
同
面
接
会
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
周
知
方
法
は
、
市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
加
え
、
鹿
沼
商
工
会
議
所
や
粟
野
商
工

会
の
会
報
へ
の
掲
載
や
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
ほ

か
、
大
学
や
専
門
学
校
へ
の
直
接
周
知
や
、
企

業
訪
問
の
際
に
個
別
に
鹿
沼
市
移
住
支
援
補
助

金
の
活
用
を
提
案
し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な

方
法
に
よ
り
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。
高
校
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
活
動
は
、
社
会
で
の
人
間
関
係
、

仕
事
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
経
験
と

な
り
、
事
業
者
側
に
と
っ
て
も
、
人
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
有
効
な
面
も
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
高
校
生
の
本
分
は
学
業
や

部
活
動
等
の
課
外
活
動
で
あ
る
と
い
う
考
え
も

あ
り
、
各
高
校
の
教
育
方
針
や
、
学
生
・
保
護

者
の
意
向
も
様
々
で
あ
る
た
め
、
行
政
と
し
て

の
働
き
か
け
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
る
た
め
の
市

庁
舎
設
備
の
充
実
化
に
つ
い
て

○
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
整
備
状
況
に
つ

い
て

藤 田　義昭 議員

労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
転
手
、
製
造
業
、
保
育

士
、
介
護
な
ど
事
業
者
の
人
手
不
足
対
策
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た

地
元
の
労
働
力
と
し
て
高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

活
動
を
推
進
す
る
よ
う
に
、
市
か
ら
高
校
へ
働

き
か
け
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁（
経
済
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

２
月
に
は
ミ
ニ
合
同
面
接
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
鹿
沼
商
工
会
議
所

や
粟
野
商
工
会
の
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
企
業
合
同
説
明
会
、
働
き
方
改
革
・

人
材
確
保
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、

果
的
に
実
施
す
る
「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
症
予
防
に
特
化
し
た

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
普
及
啓
発
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
教
室
で
実
施
し

て
い
る
知
識
の
習
得
と
市
民
一
人
ひ
と
り
の
日
常

生
活
で
の
実
践
が
フ
レ
イ
ル
予
防
・
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
孤
立
の
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
認
知
症
の
人
を
含

む
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
民
間
企
業
等
と
の
連
携

協
定
に
よ
る
も
の
や
、
鹿
沼
警
察
署
・
協
力
団
体

が
行
う
「
徘
徊
老
人
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な

ど
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者
の
情
報
提
供
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
な
ど
に
よ
る
市
民
啓
発
、
医
療
・
介
護
の
関
係

者
が
繋
が
り
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
、
認

知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
見
守
る
地
域
づ
く
り

に
重
要
な
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
総
合
経
済
対
策
に
つ
い
て

○
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

○
投
票
率
の
低
下
に
つ
い
て

早 川　勝弘 議員

認
知
症
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

令
和
５
年
６
月
に
「
認
知
症
基
本
法
」
が
施

行
さ
れ
、
認
知
症
発
症
予
防
の
為
の
取
り
組
み

が
重
要
と
な
る
。
加
齢
に
よ
る
活
力
低
下
を
防

ぎ
、
口
腔
機
能
や
聴
覚
機
能
の
維
持
向
上
を
図

る
為
に
、
健
康
維
持
や
孤
立
の
防
止
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁（
保
健
福
祉
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く

り
を
実
施
す
る
教
室
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
介
護

予
防
の
意
義
や
知
識
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
た

各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

か
ら
は
高
齢
福
祉
課
と
保
険
年
金
課
が
連
携
し
、

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
を
効

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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季
が
閑
散
期
に
な
る
こ
と
、
経
年
に
伴
う
施
設

修
繕
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
利
用
者
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
内
小
中
学
校
を
通
し
て
、
保
護
者
や
子

ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
へ
施
設
利
用
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
市
外
か
ら
の
利
用
で
は
、

友
好
都
市
で
あ
る
足
立
区
な
ど
か
ら
の
宿
泊
予

約
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
市
内
外

に
発
信
し
、
利
用
者
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、閑
散
期
と
な
っ

て
い
る
板
荷
の
冬
を
楽
し
む
事
業
と
し
て
、
周

囲
に
明
か
り
が
少
な
い
環
境
を
生
か
し
て
の
星

空
観
望
会
や
、
ラ
ー
メ
ン
づ
く
り
教
室
な
ど
、

好
評
を
得
て
い
る
の
で
、
今
後
も
新
規
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

舩 生　雅秀 議員

鹿
沼
市
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
促
進

に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

鹿
沼
市
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
利
用
者
拡

大
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁（
教
育
次
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
、

利
用
者
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
の
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
近
年
で
は
、
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度

に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
者
数
が
大
き
く
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
学
校

以
外
の
研
修
や
合
宿
も
再
開
さ
れ
、
徐
々
に
回

復
し
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
少
子
化
に

よ
り
利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
冬

区
、
永
野
地
区
に
つ
い
て
は
100
分
の
52
で
す
。

ま
た
、
市
全
体
で
は
100
分
の
20
で
す
。
地
区
連

絡
所
は
、
地
区
ご
と
の
災
害
対
策
活
動
を
支
援

す
る
拠
点
と
し
て
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
課
題
と
し

て
、耐
震
基
準
が
旧
基
準
で
あ
る
施
設
が
あ
り
、

震
度
６
弱
以
上
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
場
合

に
は
使
用
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
建
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
万
一
、
地
区
連
絡
所
が
被
災
を
し
た
場

合
は
、
そ
の
機
能
を
別
の
地
区
連
絡
所
や
避
難

所
へ
移
行
す
る
こ
と
で
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
地
区
連
絡
所
は
既
存
の
施
設

に
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
地
区
連

絡
所
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

駒 場　久和 議員

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

市
北
西
部
の
８
地
区
に
所
在
す
る
指
定
避
難

所
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
推
計
人
口
と
避
難
所

収
容
可
能
人
数
を
も
と
に
「
100
人
中
何
人
が
収

容
可
能
と
な
る
か
」
割
合
を
伺
う
。
ま
た
、
防

災
拠
点
に
つ
い
て
、
地
区
連
絡
所
の
課
題
や
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
危
機
管
理
監
）
─
─
─
─
─
─
─

市
全
体
で
は
、
避
難
所
収
容
可
能
割
合

は
100
分
の
20
で
す
。

　

市
西
北
部
８
地
区
の
推
計
人
口
に
対
し
て
の

収
容
可
能
割
合
に
つ
い
て
、
東
大
芦
地
区
は
100

分
の
15
、
板
荷
地
区
は
100
分
の
36
、
西
大
芦
地

区
は
100
分
の
18
、
加
蘇
地
区
で
は
100
分
の
26
、

南
摩
地
区
は
100
分
の
29
、
粟
野
地
区
、
粕
尾
地

鹿
沼
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
地
域
活
動
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出
等
に
つ
い
て

○
板
荷
地
区
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

人
口
減
少
対
策
」
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
、
安

定
し
た
財
政
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
、
全
て
の
施

策
が
成
り
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
市

債
残
高
が
大
き
く
な
れ
ば
、
後
年
度
に
お
け
る

公
債
費
が
増
加
し
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
な
市
債
管
理
に
努
め
、
財
源
を
確
保
、

配
分
を
工
夫
し
な
が
ら
各
種
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
現
在
、
将
来
的
に
も
安
定
し
た
財
政
基
盤

は
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安

定
し
た
財
政
基
盤
に
立
っ
て
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

持
続
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
施
策

が「
人
口
減
少
対
策
」に
結
び
つ
く
意
識
を
持
っ

て
、
職
員
全
員
が
業
務
に
当
た
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
を
常
々
申
し
上
げ
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

増 渕　靖弘 議員
「
全
て
の
施
策
は
人
口
減
少
対
策
」
に
つ
い
て

伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

前
回
の
議
会
で
伺
っ
た
令
和
４
年
の
出
生
者

数
が
488
人
で
あ
る
こ
と
は
危
機
的
状
況
だ
と
思

う
が
、
５
年
後
10
年
後
の
出
生
者
数
の
予
想
を

伺
う
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
借
金
は
な
い

が
子
供
も
い
な
い
ま
ち
」に
な
る
と
考
え
る
が
、

施
策
と
の
整
合
性
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
　
長
）
─
─
─
─
─
─
─
─

試
算
で
は
、
５
年
後
の
出
生
数
は
約
430

人
、
10
年
後
は
約
390
人
と
な
り
ま
す
。

　

５
年
後
、
10
年
後
の
出
生
者
数
の
推
計
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
人
口
推
計
や

令
和
４
年
の
出
生
数
の
確
定
値
か
ら
試
算
し
た

場
合
、
５
年
後
の
出
生
数
は
約
430
人
、
10
年
後

は
約
390
人
と
な
り
ま
す
。「
す
べ
て
の
施
策
は

た
こ
と
、
情
報
共
有
や
上
司
に
対
す
る
報
告
を

怠
っ
た
こ
と
は
、
職
務
怠
慢
で
あ
り
、
遅
延
損

害
金
の
発
生
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

今
後
、
二
度
と
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
、

事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
や
見
直
し
、
職
員

研
修
な
ど
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化

な
ど
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
市
長
、

副
市
長
の
減
給
の
根
拠
に
つ
い
て
、
市
長
、
副

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
職
に
つ
い
て
は
、

一
般
職
の
地
方
公
務
員
と
異
な
り
、
責
任
の
取

り
方
に
つ
い
て
の
全
国
的
な
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
。
他
市
の
事
案
を
参
考
に
、
市
長
及
び
副
市

長
、
自
ら
が
管
理
監
督
責
任
を
取
る
た
め
に
、

減
額
の
案
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
正
か

つ
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
当
市
の
認
定
道
路
に
つ
い
て

工
事
代
金
未
払
い
の
件
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

こ
の
件
は
、
令
和
５
年
３
月
に
所
管
部
長
が

知
る
事
と
な
っ
て
以
降
、
11
月
に
や
っ
と
議
会

に
説
明
が
さ
れ
た
。
今
現
在
も
遅
延
損
害
金
が

発
生
し
て
い
る
が
、
遅
延
損
害
金
513
万
円
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
市
長
、
副
市
長

の
３
カ
月
減
給
の
根
拠
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長・行
政
経
営
部
長
）
─
─

二
度
と
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
、

再
発
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
件
は
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
農
地
、
農
業
用
施
設
等
の
復
旧
工

事
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
災
害
後
の
多
忙
極

ま
る
時
期
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
関
係
す
る
職

員
が
長
期
に
わ
た
り
必
要
な
事
務
処
理
を
怠
っ

鈴 木　毅  議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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時
と
出
産
届
出
時
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
の
支
給
、

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
及
び
幼
児
２
人
同

乗
用
自
転
車
の
購
入
費
助
成
や
、
３
歳
未
満
児

が
い
る
世
帯
へ
の
指
定
ご
み
袋
引
換
券
の
交
付

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
守
り
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
届
出
時
と
出
産
届
出
時
に
お
け
る
面
談
に

加
え
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る

全
て
の
家
庭
を
、
保
健
師
や
助
産
師
が
訪
問
し
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
や
保
護
者
の
心
身
の
相
談
等

に
応
じ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
お
む
つ
定
期

便
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

来
年
度
か
ら
新
た
な
補
助
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
各
種
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
引
続
き
、
子
育
て
世
帯

の
満
足
度
が
向
上
す
る
よ
う
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

仲 田　知史 議員

子
育
て
政
策
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

第
８
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
の
指
標
に
掲
げ

た
、
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
お
け
る
「
子
育
て

支
援
の
充
実
」の
満
足
度
を
上
げ
る
た
め
に「
お

む
つ
定
期
便
」を
本
市
で
も
実
施
で
き
な
い
か
、

執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
　
弁（
こ
ど
も
未
来
部
長
）─
─
─
─
─
─

子
育
て
世
帯
の
満
足
度
が
向
上
す
る
よ

う
、各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
お
む
つ
定
期
便
」
事
業
は
、
乳
幼
児
の
い
る

世
帯
に
お
む
つ
等
を
毎
月
無
料
で
届
け
る
こ
と

で
、
経
済
的
な
支
援
に
加
え
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
の
見
守
り
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
妊
娠
届
出

～
７
人
で
す
。
な
お
、
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
人

は
、
女
性
人
口
の
１
万
人
あ
た
り
132
人
で
す
。

世
界
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
等
で
、
大
規
模
な
疫
学
調
査

が
実
施
さ
れ
、
子
宮
頸
が
ん
患
者
の
減
少
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
導
入
後
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
型
の
感
染
率
の

明
ら
か
な
減
少
や
、
前
が
ん
病
変
の
検
出
頻
度

や
発
生
リ
ス
ク
の
減
少
等
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
世
界
保
健
機
関
が
接
種
を
推
奨
し

て
お
り
、
２
０
２
２
年
12
月
時
点
で
120
か
国
以

上
に
お
い
て
公
的
な
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
課
題
は
副
反
応
に
対
す
る
根
強

い
懸
念
を
払
拭
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行

い
、
不
安
に
配
慮
し
た
勧
奨
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
小
中
学
校
給
食
の
充
実
に
つ
い
て

○
高
齢
者
福
祉
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

石 川さやか 議員

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反
応

に
対
す
る
強
い
不
安
か
ら
、
接
種
に
踏
み
切
れ

な
い
方
は
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
副
反
応
の

発
生
状
況
、
世
界
的
に
み
た
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
、
有
効
性
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁（
保
健
福
祉
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

有
効
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
行
い
、
不
安
に
配
慮
し
た
勧
奨
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

　

副
反
応
の
発
生
状
況
は
、
因
果
関
係
が
不
明

の
も
の
や
、
症
状
が
短
期
間
で
回
復
し
た
も
の

を
含
め
て
、
接
種
１
万
人
あ
た
り
８
～
９
人
、

こ
の
う
ち
医
師
等
が
重
篤
と
判
断
し
た
人
は
５

が
ん
対
策
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
土
砂
の
埋
立
条
例
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
図
書
館
が
収
集
す

る
資
料
に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

鹿
沼
市
公
立
学
校
図
書
館
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
に
の
っ
と
り
、
各
学
校
で
選
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
授
業
に
お
い
て
、
学
習
資
料
と
し

て
活
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
授
業
の
狙
い
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
教
師
が
判
断
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」に
つ
い
て
は
、

各
学
校
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
、
資
料
と
し
て
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
を
配
布
し
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
中
学
生
の
自
転
車
通
学
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
東
大
芦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
つ
い
て

○
出
会
い
の
森
再
開
発
と
サ
ウ
ナ
の
導
入
に
つ

い
て

佐 藤　誠 議員

質
　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

生
命
と
財
産
を
守
る
防
災
の
啓
発
・
教
育
と

同
様
防
衛
も
重
要
で
あ
り
、「
は
じ
め
て
の
防

衛
白
書
」
の
小
中
学
校
図
書
室
へ
の
配
架
や
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
配
布
が
望
ま
れ
る
。

以
前
の
議
会
で
「
こ
ど
も
に
は
難
し
い
」
と
答

弁
が
あ
り
見
送
ら
れ
た
が
再
度
提
案
す
る
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
─
─
─
─
─
─
─
─
─

各
学
校
に
紹
介
し
、
児
童
生
徒
の
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
、
資
料
と
し
て

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
配
布
し
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
は
図
書
館
資
料
を
収
集
・
整
理
・

保
存
し
、
児
童
生
徒
や
教
員
が
利
用
す
る
こ
と

で
教
育
課
程
の
展
開
に
寄
与
す
る
こ
と
、
お
よ

び
児
童
生
徒
の
健
全
な
教
養
の
育
成
を
目
的
に

請願・陳情はこんな方法で
　請願･陳情とは、市政全般について議会に善処を
要望することです。議員の紹介があるものを請願、
ないものを陳情と言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査
します。ただし、陳情は、その内容等によっては請
願に準ずる審査等をしない場合があります。
　請願・陳情に関することは、議会事務局（℡63-
2203）までお問い合わせください。

一般質問の
動画はこちら

「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
の
学
校
図
書
室
へ
の

配
架
に
つ
い
て
伺
う［請願・陳情の提出要領］

Ａ４判、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

あなたと議会226号（令和5年9月25日発行）の
記事の訂正とお詫び

　令和5年9月25日に発行した議会だより「あなた
と議会226号」の内容に誤りがありました。
　次のとおり訂正させていただくとともに、深くお
詫び申し上げます。

訂正箇所
　7ページ、藤田義昭議員の記事中、
　「答　弁」の下に記している答弁者について

　正）　保健福祉部長
　誤）　教育長

請 願 書

紹介議員　　今宮　三男
氏　　名　　鹿沼　太郎

件名　○○○○について
要旨　�○○○○の△△に

関する××を要望し
ます。

理由　�□□□□□□□□
□□□□□□□□
□□□□□□□□
□□□□□□。

令和○年○月○日
鹿沼市議会議長様

鹿沼市○○町○○番地○
　鹿沼　太郎　　㊞



議案等一覧 認定７件、市長提出議案46件、議員案４件が提出されました。
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「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。議員
数24名、議長は表決には加わりません。　賛成：○�、�反対：●�、�棄権：－�、�除斥：除�、�欠席：欠

議員の賛否を公表
令和５年第５回定例会

番号 件名

１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
採
決
結
果

鹿
妻 

武
洋

仲
田 

知
史

橋
本 

勝
浩

早
川 

勝
弘

駒
場 

久
和

舩
生 

雅
秀

橋
本 

修

藤
田 

義
昭

梶
原 

隆

宇
賀
神 

敏

大
貫 

桂
一

石
川 

さ
や
か

鈴
木 

毅

阿
部 

秀
実

佐
藤 

誠

舘
野 

裕
昭

大
貫 
毅

谷
中 
恵
子

津
久
井 

健
吉

小
島 

実

増
渕 

靖
弘

横
尾 

武
男

関
口 

正
一

大
島 

久
幸

議案
107号

令和５年度鹿沼市一般会計補正予算
（第８号）について

可
決○－○－○欠－○－－○○－○●○○

議
　
長

－○－○○○

議案
115号 損害賠償の額の決定及び和解について 可

決○－○－○欠－○－－○○●○●○○ －○－○○○

議案
135号

鹿沼市長等の給与の臨時特例に関する
条例の制定について

可
決○●○○○欠－○○○○○●○●○○ ○○○○○○

議案
136号 鹿沼市手数料条例等の一部改正について 可

決○－○○○欠－○○○○○－●●○○ ○○○○○○

議案
137号 鹿沼市体育館条例等の一部改正について 可

決○－○○○欠－○○○○○－○●○○ ○○○○○○

議案
139号

鹿沼市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例の一部改正について

可
決○－○○○欠－○○○○○－○●○○ ○○○○○○

議案
150号

鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

可
決○－○○○欠○○○○○○－○－○○ ○○○○○○

議案
151号

鹿沼市長等の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

可
決○－○○○欠○○○○○○○○－○○ ○○○○○○

議案
152号

鹿沼市一般職の職員の給与に関する
条例の一部改正について

可
決○○○○○欠○○○○○○○○－○○ ○○○○○○

※その他の認定７件、議案37件、議員案４件は全会一致で可決されました。

令
和
４
年
度
決
算

令
和
４
年
度
決
算

令
和
５
年
度
補
正
予
算

認定３　�令和４年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算の
認定について

　�　令和４年度一般会計予算は、当初以来12次にわ
たる補正を行った結果、予算総額は520億7,421万
1,745円となり、これに対して決算額は、歳入におい
て486億5,468万1,018円、歳出において464億
3,335万8,153円、歳入歳出差引額22億2,132万
2,865円であり、実質収支において12億4,451万
2,630円の黒字決算となったものです。

　�　なお、歳入歳出差引額と実質収支の差額は、継続
費及び繰越明許費による翌年度へ繰り越すべき財源
9億7,681万235円です。

認定４　�令和４年度鹿沼市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定５　�令和４年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費
特別会計歳入歳出決算の認定について

認定６　�令和４年度鹿沼市介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

認定７　�令和４年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

認定８　�令和４年度鹿沼市粕尾財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

認定９　�令和４年度鹿沼市清洲財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

　�　認定４～９については、各特別会計とも実質収支に
おいて黒字決算となりました。
議案107　�令和５年度鹿沼市一般会計補正予算（第８

号）について
　�　歳入については、地方交付税、国県支出金、寄
附金、繰越金等の増減額を計上し、歳出について
は、一般管理関係職員給与費、ふるさと納税推進
事業費、かぬま・あわの振興基金積立金､ 障害者
自立支援事業費等の増減額を計上したもので､この
補正額を2,403,644,000円の増とし、予算総額を
44,184,900,000円とするものです。

議案108　�令和５年度鹿沼市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）について

　�　補正額を4億6,205万4,000円の増とし、予算総額
を99億1,805万4,000円とするものです。



令
和
５
年
度
補
正
予
算

指
定
管
理

条
例

そ
の
他

損
害
賠
償

議案109　�令和５年度鹿沼市公設地方卸売市場事業
費特別会計補正予算（第１号）について

　�　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、
繰入金の減額を計上するものです。

議案110　�令和５年度鹿沼市介護保険特別会計補正
予算（第１号）について

　�　補正額を3億8,953万6,000円の増とし、予算総額
を89億1,953万6,000円とするものです。
議案111　�令和５年度鹿沼市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）について
　�　補正額を3,940万4,000円の増とし、予算総額を
13億3,640万4,000円とするものです。

議案112　�令和５年度鹿沼市粕尾財産区特別会計補
正予算（第１号）について

　�　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、
繰入金の減額を計上するものです。

議案113　�令和５年度鹿沼市清洲財産区特別会計補
正予算（第１号）について

　�　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、
繰入金の減額を計上するものです。

議案114　�令和５年度鹿沼市下水道事業会計補正予算
（第２号）について

　�　固定資産購入費において、下水道企業会計システ
ム及び下水道台帳システム機器更新に係る債務負担
行為を定めるためのものです。

議案115　損害賠償の額の決定及び和解について
　�　令和元年東日本台風により被災した農地の復旧
工事において、令和３年４月23日に締結した工事請
負契約に基づく工事請負代金の支払いの遅延により
生じた相手方の損害に対し、損害賠償の額を513万
5,300円とし、和解するためのものです。

議案116　辺地に係る総合整備計画の変更について
　�　令和４年12月19日議案第93号として議決を得た西
大芦辺地に係る総合整備計画及び令和４年３月22日
議案第17号として議決を得た上・中粕尾辺地に係る
総合整備計画について、辺地における計画事業を変
更するためのものです。

議案117　�栃木県市町村総合事務組合規約の変更に
ついて

　�　令和６年４月１日から本市が退職手当支給事務等を
共同処理することに伴い、栃木県市町村総合事務組
合規約を変更することについて、関係地方公共団体と
協議するためのものです。

議案118　工事請負契約の締結について
　��　令和５年度鹿沼運動公園陸上競技場トラック改修
工事の事後審査型条件付き一般競争入札を去る10
月25日に行い、その結果、日本体育施設株式会社関
東営業所が2億9,807万8,000円で落札したので、本
契約を締結するためのものです。

議案119　指定管理者の指定について
　�　市民プールを除く千手山公園の指定管理者として、一
般社団法人鹿沼市観光協会を指定するためのものです。

議案120　指定管理者の指定について
　�　屋台のまち中央公園の指定管理者として、一般社
団法人鹿沼市観光協会を指定するためのものです。

議案121　指定管理者の指定について
　��　水田作近代化施設のうち大規模乾燥調製貯蔵施
設の指定管理者として、上都賀農業協同組合を指定
するためのものです。
議案122　指定管理者の指定について
　�　大規模乾燥調製貯蔵施設を除く水田作近代化施
設の指定管理者として、有限会社農業生産法人かぬ
まを指定するためのものです。
議案123　指定管理者の指定について
　�　粕尾ふれあいの郷交流施設の指定管理者として、
粕尾ふれあいの郷づくり推進協議会を指定するための
ものです。
議案124　指定管理者の指定について
　�　かぬま手づくりの里の指定管理者として、かぬま手づ
くりの里運営委員会を指定するためのものです。
議案125　指定管理者の指定について
　�　出会いの森総合公園及び出会いの森親水公園の
指定管理者として、特定非営利活動法人出会いの森
管理協会を指定するためのものです。

議案126　指定管理者の指定について
　�　水源地域振興拠点施設の指定管理者として、株式
会社スノーピークを指定するためのものです。

議案127　指定管理者の指定について
　�　市民情報センター及び文化活動交流館の指定管理
者として、宮ビルサービス株式会社を指定するためのも
のです。
議案128　指定管理者の指定について
　�　鹿沼運動公園及び自然の森総合公園の指定管理
者として、公益財団法人かぬま文化・スポーツ振興財
団を指定するためのものです。

議案129　指定管理者の指定について
　��　鹿沼体育施設グループとして、御殿山公園、台の
原公園、千手山公園のうち市民プール及び鹿沼市体
育館の指定管理者として、公益財団法人かぬま文化・
スポーツ振興財団を指定するためのものです。
議案130　指定管理者の指定について
　�　粟野体育施設グループとして、粟野総合運動公園、
粟野勤労者体育センター、粟野トレーニングセンター及
び粟野Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者として、公益
財団法人かぬま文化・スポーツ振興財団を指定するた
めのものです。
議案131　指定管理者の指定について
　�　図書館東分館の指定管理者として、シダックス大新東
ヒューマンサービス株式会社を指定するためのものです。
議案132　鹿沼市指定金融機関の指定について
　�　本市指定金融機関株式会社足利銀行の指定期間
が令和６年３月31日をもって満了となるので、引き続き
同銀行を指定するためのものです。

議案133　�鹿沼市空家等対策の推進に関する条例の
一部改正について

　�　空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改
正に伴い、引用する同法の条項等を整理するためのも
のです。
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議案134　�鹿沼市交通安全対策条例の一部改正につ
いて

　�　鹿沼駅前自転車駐車場の管理方法の見直しを行う
ためのものです。
議案135　�鹿沼市長等の給与の臨時特例に関する条例

の制定について
　�　令和元年東日本台風により被災した農地の復旧工
事における工事請負代金の支払いの遅延により、公務
に対する信用を損ねたことの責任を鑑み、市長及び副
市長の令和６年１月から３月までの期間における給料月
額について、それぞれ100分の30に相当する額を減額
するためのものです。
議案136　鹿沼市手数料条例等の一部改正について
　�　住民票の写し、税に関する証明書等の交付手数料
及び督促手数料の額を引き上げるためのものです。

議案137　鹿沼市体育館条例等の一部改正について
　�　体育施設の使用料の額を見直すためのものです。
議案138　�鹿沼市在宅要介護高齢者介護手当支給条

例の一部改正について
　�　在宅要介護高齢者介護手当の額を引き上げるととも
に、介護の実績に応じて手当を支給することができるよ
うにするためのものです。
議案139　�鹿沼市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

の一部改正について
　�　一般家庭の粗大ごみ及び事業系ごみの処理手数料
の額を見直すためのものです。
議案140　�鹿沼市大芦川流域の生活環境等の保全に

関する条例の制定について
　�　大芦川流域における市民の平穏な生活にとって特
に迷惑となる行為の規制に関し必要な事項を定めるこ
とにより、大芦川流域の良好な生活環境及び豊かな自
然環境の保全を図るためのものです。

議案141　�鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正に
ついて

　�　地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保
険税の賦課限度額の見直しを行うとともに、出産被保
険者の産前産後期間における国民健康保険税を免除
するためのものです。
議案142　鹿沼市火災予防条例の一部改正について
　�　関係省令等の一部改正に伴い、蓄電池設備の設
置基準を見直すとともに、固体燃料を使用する厨房設
備を設置する際の安全確保に必要な距離を定めるため
のものです。
議案143～147　�人権擁護委員候補者の推薦について
　　人権擁護委員（候補者）　※敬称略
　　　湯澤　晴美　（ゆざわ　はるみ・深程）
　　　大川　幸子　（おおかわ　さちこ・上永野）
　　　吉髙神　勇　（きっこうじん　ゆう・樅山町）
　　　渡邉　雅紀　（わたなべ　まさき・佐目町）
　　　吉井　和夫　（よしい　かずお・三幸町）
議案148　鹿沼市教育委員会委員の任命について
　　教育委員会委員　※敬称略
　　　平野　美恵　（ひらの　みえ・北半田）

議案149　��令和５年度鹿沼市一般会計補正予算（第９
号）について

　�　歳入については、国庫支出金の増額を計上し、歳出
については、物価高騰緊急支援給付金給付事業費及
び学校給食事業費の増額を計上したもので、この補正
額を6億9,653万7,000円の増とし、予算総額を448
億8,143万7,000円とするものです。

議案150　�鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

　�　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準
じ、市議会議員の期末手当の額を引き上げるためのも
のです。
議案151　�鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例の

一部改正について
　�　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準
じ、市長、副市長及び教育長の期末手当の額を引き
上げるためのものです。

議案152　�鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正について

　��　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準
じ、一般職の職員の勤勉手当及び期末手当の額並び
に給料表を引き上げるためのものです。
議員案12　決算特別委員会の設置について
　　特別委員会を設置するためのものです。
議員案13　議会改革特別委員会の設置について
　　特別委員会を設置するためのものです。
議員案14　�各常任委員会への特定調査事件付託につ

いて
　�　各常任委員会に特定調査事件を付託するためのも
のです。
議員案15　�特別支援学校・学級等への教員等の適切

な配置を求める意見書の提出について
　�　地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出
するためのものです。

人
事
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議会改革特別委員会を設置しました。

議案等に対する討論 議員第107号、議案第136号において討論が行われました。各討論の概要は
以下のとおりです

●議案第107号　令和５年度鹿沼市一般会計補正予算（第８号）について
　賛成討論　　　大島久幸　議員
　�　農地復旧工事未払いに関する予算について、産業建設常任委員会でもしっかり審査が行われました。「未払い
が起こってしまった原因」「災害復旧工事の内容」「職員の処分」「再発防止策」など問題点を一つづつ確認して
いきましたが、工事は適正に施行され検査も行われたこと、想定外の災害により想定外の仕事量となり、悪意のな
い失念が重なり遅延してしまったことが分かりました。マニュアルの見直しやチェック体制の強化を行うとともに、「今
後このようなことを起こさない」という意志を確認したうえで議員各位の賛同を求めます。
　反対討論　　　佐藤　誠　議員
　�　当初約3,000万円に満たない工事発注が最終的に１億円を超える工事代金請求になったが、問題は執行
部と議会のあり方である。令和3年に発生した問題が、令和5年春の県議選と夏の市議選を終え、令和5年
12月議会に唐突に報告され、特別委員会も設けず短期間で議決されようとしている。来年春は市長選挙もあ
る。本事件の公表時期によってはどんな政治的影響があっただろう。悪意は証明不可能だが作為は感じる。
市長の政治姿勢を是とする議員が多数では、継続審査を発議しても通らない。反対の討論により市民の感情
を代弁し問題提起としたい。

●議案第136号　鹿沼市手数料条例等の一部改正について
　反対討論　　　阿部秀実　議員
　�　条例改正では住民票の写しや、税に関する証明書等の交付手数料及び督促手数料の引き上げをするもの。
他市の状況を参考にしたうえで、料金を見直すとしていますが、物価高騰で困難になっている市民生活をまず考え
るべき。他市の事例として、物価高騰を受けた市民への負担軽減で暮らしを守るために、証明書を10円で発行す
る減免事業に乗り出した自治体も多数見受ける。こうした他市の状況も参考にするべきでは。今、値上げをせずに、
手数料改定は経済回復の動きを見てからにするべきであり、議案に反対する。

　12月21日の本会議最終日に、全会一致の議決により「議会改革特別委員会」を設置しました。
　（委員構成　定数 22名）
　委員長：�大貫毅　副委員長：大島久幸
　委　員：� �鹿妻武洋、仲田知史、橋本勝浩、早川勝弘、駒場久和、舩生雅秀、橋本修、藤田義昭、梶原隆、

宇賀神敏、大貫桂一、鈴木毅、阿部秀実、佐藤誠、舘野裕昭、津久井健吉、小島実、増渕靖弘、
横尾武男、関口正一

　（付託事項）
　　⑴開かれた議会について
　　⑵議会審議のあり方について
　　⑶議員定数・報酬について
　�　これらの調査研究を進めるうえで、委員会に「開かれた議会検討部会」と「議会審議のあり方検討部会」の
　２部会を設置することとしました。

開かれた議会検討部会
主な調査研究内容
　・情報発信について
　・市民意見の把握、市民参加の機会について
　・議会のデジタル化について　　　…など

議会審議のあり方検討部会
主な調査研究内容
　・各種委員会のあり方について
　・審議のあり方について
　・審議資料の充実について
　・議員間の取り決めに関することについて

…など

「議員定数・報酬について」は各部会の検討結果などを踏まえたうえで、委員会全体で検討する予定です。
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意見書を提出しました。
文部科学大臣、財務大臣あてに意見書を提出しました。
■議員案第15号　特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書の提出に
ついて

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書
　文部科学省「学校基本調査」によると、特別支援教育を受ける児童生徒は年々増加しており、１０年間
で、特別支援学校については学校数が約１１％増加、児童生徒数は約１４．３％増加、特別支援学級は１．６
倍に増え児童生徒数は２．１倍に増加している。また通級による指導を受けている児童生徒数は約２．６倍に増
え、教育現場では新たな特別支援教育体制の整備が必要になっている。
　このような状況に適切に対処するためには、特別支援学校・学級への専門的な知識や経験を持った教
員等の増員が必要不可欠である。また今日、共生社会の形成に向けて、「障害者の権利に関する条約」
に基づき、子どもたちの多様性を尊重するインクルーシブ教育システムの構築が求められており、そのために
も我が国の特別支援教育のさらなる拡充が必要である。
　よって政府においては、医療的ケアを含めた特別支援教育が必要な子どもの増加や、さまざまな障がい
のある児童生徒に的確に対応した教育を実現するために、特別支援学校・学級等への教員等の適切な配
置に向けて、以下の事項について財政措置を含めた特段の措置を講じることを求める。

記

（１）特別支援教育支援員の適切な配置
　障がいのある児童生徒に対し、食事、排泄、教室移動の補助等学校における日常生活動作の介助
を行ったり、発達障がいの児童生徒に対し、学習活動上のサポート等を行う特別支援教育支援員の適
切な配置への支援。
（２）特別支援教育コーディネーターの適切な配置
　保護者や関係機関に対する学校の窓口として、また、学校内の関係者や福祉・医療等の関係機関と
の連絡調整の役割を担い、子どもたちのニーズに合わせた支援をサポートする特別支援教育コーディネーター
の適切な配置への支援。
（３）看護師等の専門家の適切な配置
　医療的ケアが必要な子どもや、障がいのある子どもへの支援を的確に実施するために、看護師、ST（言
語聴覚士）、OT（作業療法士）、PT（理学療法士）等の専門家の必要に応じた適切な配置への支援。
（４）特別支援学校のセンター的機能の強化
　各学校でインクルーシブ教育を一体的に進めるために、担当の教員だけでなく学校長等に対する指導や研
修等を実施し、校内全体での取り組みを促進するために、特別支援学校のセンター的機能強化への支援。
（５）特別支援教育デジタル支援員（仮称）の配置
　GIGAスクール構想により整備された1人1台の端末を、特別支援学級や特別支援学校において、授
業はもとより、個々の特性や教育的ニーズに応じた支援ツールとして有効に活用するための特別支援教育デ
ジタル支援員（仮称）の配置への支援。
（６）特別支援学校教諭免許状の取得支援
　特別支援学校教員の特別支援学校教諭免許状の取得率は８７．２％となっており、特別支援学校におけ
る教育の質の向上の観点から、教職員への取得支援の強化や、大学等における特別支援教育に関する
科目の修得促進等、教職員に対する特別支援学校教諭免許状の取得への支援。併せて、特別免許状
についても強力に推進すること。



表紙の写真を募集しています！
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テ ー マ：鹿沼市の風景や行事・イベントなど
応 募 先：鹿沼市議会事務局
応募方法：�応募用紙に必要事項を記入し、データ写真の場合は電子メール又は直接持参、

プリント写真の場合は郵送又は直接持参のいずれかの方法でご提出ください。
　※「応募用紙」や「応募期限」については、議会ホームページからご確認ください。

　議会だより「あなたと議会」は、年４回の定例号と新年の特別号、そのほか臨時号を発行し、市民配
布や議会ホームページで公開をしています。皆様により親しんでもらえる議会だよりを目指し、表紙を飾る写
真を市民の皆様から募集しています。
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　議会だより「あなたと議会」は、年４回の定例号と新年の特別号、そのほか臨時号を発行し、市民配
布や議会ホームページで公開をしています。皆様により親しんでもらえる議会だよりを目指し、表紙を飾る写
真を市民の皆様から募集しています。

・�応募者自身に著作権のある未発表のもの、また被写体が人物や個人の所有物の場
合は承諾を得たものに限ります。応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発
生した場合は、その責任及び解決はすべて応募者に帰属するものとします。
・�応募作品は、無償で鹿沼市議会が使用することに許諾したものとします。また、必
要によりトリミング処理等を行うことや、複数作品を同時に掲載する場合があります。
・その他注意事項は、議会ホームページや応募用紙をご確認ください。

募集要項

注意事項

常任委員会の継続調査項目について

本会議の様子を動画配信しています
　本会議の様子は、鹿沼ケーブルテレビで生
中継及び録画放送をしているほか、ＹｏｕＴｕｂｅ
（ユーチューブ）で動画配信もしていますので、
ぜひご覧になってください。

　3つの常任委員会がそれぞれ独自に調査テーマを掲げ、議会閉会中も含め調査活動を行っていくため、
特定調査事件の付託を議決しました。
■議員案第14号　各常任委員会への特定調査事件付託について

（議会ホームページ）

総務常任委員会 ○投票率向上に向けた取り組みについて

教育福祉常任委員会 ○高齢者福祉について
○小中学生の学力向上について

産業建設常任委員会 ○廃棄物の減量及び適正処理について
○魅力ある公園の整備について



　今号は、鹿沼商工高等学校２年生
の福田結女さんに揮ごうして頂きました。

紫色の夢の樹 黄色・青色・白色の美

　「あなたと議会」の表紙に掲載する
写真を募集しています。詳しくは、15
ページのお知らせか議会ホームページ
をご覧ください。

議会からの お 知 ら せ
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。
議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。　　 gikai-jimu@city.kanuma.ｌｇ.jp　　　　　　　　　　　　　　　

令和6年第１回定例会（予定） 令和6年第２回定例会（予定）

議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。

（電話　63−2203）

鹿沼市議会 検 索

足立区議会議員写真部作品展に出品しました。　

定例会の日程 題字の揮ごうについて

表紙写真の募集について

月 日 曜 内容

2
13 火 議会運営委員会

20 火 本会議（第１日）
提出議案の説明

3

6 水
議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

7 木 本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

8 金
本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

12 火 総務常任委員会

13 水 教育福祉常任委員会

14 木 産業建設常任委員会

18 月
議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

月 日 曜 内容

6 25 火 議会運営委員会

7

2 火 本会議（第１日）
提出議案の説明

17 水
議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

18 木 本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

19 金
本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

23 火 総務常任委員会

24 水 教育福祉常任委員会

25 木 産業建設常任委員会

29 月
議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

　自分の字が掲載されるということ
を、とても誇りに思います。
　文字のバランスを意識しながら、
「議会」が一番目立つように書きま
した。

※ なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページでご覧いた
だくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63-2203）

　令和５年12月12日から19日まで、友好都市である足立区役所において「足立区議会議員写真部作品展」が
開催されたことから、本市議会からも４名の議員が計８点の力作を出品しました。

 谷中恵子議員

 阿部秀実議員

 石川さやか議員

 佐藤　誠議員

朝 図書室

「これ、おいしいのかな？」
メスのぽんたくん

田植えの朝

白いぼうし

田植えの朝
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